
昭和47年以来,臨海実験所の寄宿合の管理運営

を一手に引き受けてこられた植田武夫さんが定年

退官されます。従って臨時雇用員として二人三脚

で調理,清掃,寝具の整理などを助けてこられ

た,奥さんの光子さんも臨海実験所の住み慣れた

官合を離れることになります。寄宿合の管理運営

というのは勤務時間があつて無きがごときもので

す。朝食は 8時なので,仕事の始まりは朝の 6時

頃から,そ して夕食の終了は 7時なので,食器洗

い,そ の他の片づけが終わると9時頃になりま

す。そのあいだに使用すみの寝具の片づけ,次の

利用者への用意,各部屋の清掃,手洗い,シ ャ

ワー室,風呂場の清掃,買 い物,防ガ巳防災の見回

り,所内道路の整備,庭の芝刈 りなど, まさしく

多忙な毎日です。現在の臨海実験所の共同利用研

究,大学院教育,臨海実習の利用者の年間の延べ

人数は理学部 をはじめ教養学部,農学部,資料

館,海洋研,更には他大学,他研究機関を含めて

10,000人 を越えます。 1年 365日 とすれば毎 日30

人近 くの人々が利用していることになり, これを

23年間続けられてこられたのは大変なことであっ

たと思います。本当にありがとうこざいました。

全国には22の臨海臨湖実験所があり,それぞれ

数人の教官,技官,事務官,大学院生,卒研生が

1つのコミュニティーを作っています。そこには

理学部の三崎臨海実験所同様に本学ばか りでな

く,他の大学,研究機関の教官,学生が,そ して

臨海実習の学生が入れ替わり立ち替わりやってき

ます。実を言うと,実験所の評価は技官,事務官

の仕事ぶりと人柄によって決まると言って過言で

はありません。特に寄宿合の食事は,実験所の

人々 と,共同利用者からなるコミュニティーに

とって一番大事なことです。西部濠1でみられる幌
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馬車隊やカウボーイの集団では食事係のおじさん

が最も重要で,高い位置を占めているのとよく似

ているわけです。従って,我々も利用者もこの辺

の所が重大関心事であって,所長会議や学会の集

まりなどでも各臨海臨湖実験所の寄宿合の食事の

話題がしばしば出るのです。植田さんの食事は全

国臨海臨湖実験所ナンバーワン, というのは揺る

ぎなく,異論のないところです。これはただ腕が

よいというだけでなく,必ず,御飯は手ずからよ

そって手渡すと言うところまでの細かい心づかい

があるからなのですが,食べる側はそのことにあ

まり気がつかないようです。このような仕事が臨

海実験所から消えていくことは寂しい限りです。

これは定員削減という路線が業務内容に関わらず

引かれていることから致し方ないことでありま

しょう。

植田武夫さんと光子さんを送る
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少し閑静な自然の中で,食事が取り持つコミュ

ニケーションから作られた研究教育の成果という

のは,な にか競走だけから作られたものとは違う

味があるように思われます。私が赴任して間もな

11ま IF畠看重:iζF[il[:ittI唇

'I[21(b

ですかと問いましたら, しばらく考えて,「 き

み,それは皆で1つの釜の飯を食う所だよ」と言

われました。昔は全国各地にこのような研究教育

の場がありました。しかし,冷たいもので,臨海

臨湖実験所から温かい食事が奪われつつありま

す。今は皆仕出し弁当に変わってしまいました。

植田さんは最後,又は最後に近い賄いの技官なの

です。

このような伝統が,お そらく三崎を最後に消え

ていくのは寂しいことです。そればかりでなく臨

海実験所の防災,防犯,整備を担当する人もいな
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くなるわけです。そこで何とか奎撃を好感羹麟所

に残モ.た もと考えて鋼りますら       箋
揚議鵡説成し,裁蠣亀‐1充実して響藝闘骸藁1魃
疏所属鰺 ま同確懇 言簿肇 セミナ■警め利

用者b叡黎に増えておりまま。縦おて蓬懲画での

賛囁の負担が多いので十分手当|はできな幅のです

が:耀即ぎ鵬に非常動で乗ていただく|こ とを考え

ております。それ勢ともかく,I犠 鍵手続鐵議

鰊 とめてこられた額理さん1御夫蒙|に心か

らおりがそうござセヽま1したという鼠籍ちでい01ば

い|です。これがちも三時の歯亀 mと
もに歩んでくださレ瑞

①

― 俎 一


